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参考資料２

■地域の危険状況に合わせた避難判断水位の設定

1.  はじめに

1.1  河川防災情報の現状と課題

東近江圏域において水防法に基づく洪水予報河川として、日野川が指定されており、洪水予報を行う

基準地点として 2箇所の水位観測所が設定されている。それ以外の河川については、愛知川、日野川支

川の佐久良川や祖父川において、水位観測所が設けられ水位情報をホームページから確認することがで

きる。

ここで、洪水予報は一連区間のネック箇所(流下能力最小箇所等)を対象に川全体として発表されてい

るが、ネック箇所以外においては大きく安全側の設定となり、現場の実情と大きく乖離している。

また、東近江圏域においては、中小規模の河川とそれらに接続する水路が多くあり、内水はん濫が生

じることがある。

地元住民へのヒアリングを行った際に、洪水時に巡回する箇所があり、地元が昔から経験的に把握し

ている箇所があることも分かってきた。

図 1 河川防災情報の現状と課題

はん濫警戒情報等

はん濫警戒情報等は、水位観測所受け持ち区間におけるネッ

ク箇所（流下能力不足箇所）を対象に川全体として発表され

る
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1.2  地域の危険状況に合わせた避難判断水位の設定を目指して

以上の現状と課題を踏まえ、市町における避難勧告等の発令判断および地元住民の日頃からの水害へ

の備えに役立てることを目的とした「地域の危険状況に合わせた避難判断水位」を設定する。

設定に当たって、以下の検討を行うものとする。

【地域の危険状況に合わせた避難判断水位設定における検討項目】

①想定破堤地点の設定

②水位関係表の作成

③簡易量水標の設置

④地点別避難勧告対象エリアの検討

⑤地点別避難判断水位の設定

⑥周知用看板の設置

図 2 地域の危険状況に合わせた避難判断水位の設定の検討項目

きめ細かい河川情報の整備

現状の課題を踏まえて、市町における避難勧告等の発令判断および地元

住民の日頃からの水害への備えに役立てることを目的とした「地域の危険

状況に合わせた避難判断水位」を設定する。

①想定破堤地点の設定

②水位関係表の作成

③簡易量水標の設置

④地点別避難勧告対象エリアの検討

⑤地点別避難判断水位の設定

⑥周知用看板の設置

整備効果

水位観測所における水位データと水位関係表および地区別補難判断水位

より避難勧告等の発令タイミングの支援を行い、併せて当該地区に設定さ

れた避難勧告対象エリアより発令エリアの支援を行うことが期待できる。

地域の危険状況に合わせた

避難判断水位設定

想定破堤地点の設定

周知用看板の設置

地点別避難判断水位の設定

地点別避難勧告対象エリアの設定

水位関係表の作成

簡易量水標の設置
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2.  今年度の実施内容(案)
2.1  検討フロー

経験的危険箇所や流下能力不足箇所を市町や自治会などに対してヒアリング調査したうえで想定破

堤地点として設定する。

その地点について、水位データを入手可能な既設水位観測所との水位関係表を作成するとともに、簡

易量水標および周知用看板を設置する。

また、各地点について地点別避難対象エリアおよび地点別避難判断水位の設定を行い、避難勧告等の

発令判断支援資料(案)としてとりまとめる。

図 3 地域の危険状況に合わせた避難判断水位の設定のフロー

2.2  検討対象地点の選定

東近江圏域を対象として、各市町や住民が洪水時に避難勧告や水防団出動を判断する際に注視してい

る箇所と流下能力不足箇所を中心に選定する。

水位関係表の作成

・水理解析

・水位関係表の作成

分かり易い表示指標

・簡易量水標の設置

・周知用看板の設置

避難勧告の発令判断支援

・地点別避難対象エリア

・地点別避難判断水位

避難勧告等の発令判断支援資料(案)の作成

・避難勧告等の発令判断支援資料(案)に上記成果を反映する

想定破堤地点の選定

・市町や住民が日頃から危険と認識している箇所

・流下能力不足地点（破堤や浸水が生じやすい箇所）
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2.3  水位関係表の精度向上

選定した想定破堤地点において、不等流計算等の水理解析を行った上で、既設水位観測所の水位との

水位関係表を作成する。

図 4 水位関係表の例（湖北圏域における作成資料）
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2.4  分かり易い表示指標

2.4.1  簡易量水標の設置

選定した想定破堤地点において、簡易量水標を設置する。

■大井橋右岸橋台部

■馬渡橋左岸護岸部(橋梁下)

■馬渡橋下流グラウンド階段スロープ

図 5 湖北圏域において設置した簡易量水標
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2.4.2  周知用看板の設置

簡易量水標の設置地点に、水位関係表、近傍の川底の高さ表示、想定はん濫エリア、重要水防区域等

の情報を掲載した周知用看板の設置を行う。 

図 6 周知用看板の設置イメージ

日頃から注視している危険箇所に
簡易量水標を設置して避難判断
に役立てよう！

そうだ！近くの観
測所の水位が携帯
で分かるぞ！○○
橋は今△mだ！

水位関係表を使えば、こ
の危険箇所の水位がど
の程度なのか分かるね！

周知用看板(水位関係表)簡易量水標

この付近は姉川が
あふれると危険な
場所なんだな…

周知用看板(堤内地側)

○○

○○
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2.5  避難勧告の発令判断支援

東近江圏域を対象としたはん濫シミュレーション結果をベースに、地点別避難勧告対象エリアおよび

地点別避難判断水位を設定する。ここでは、避難勧告対象エリアの設定から避難判断水位を設定するま

での考え方を示す。 

2.5.1  地点別避難対象エリア

手順①：はん濫状況の把握

例えば、堤防決壊後 0.5、1.0、1.5、2.0 時間後のはん濫状況(浸水深、流速、流体力)を時系列的に

把握する。

※湖北圏域における検討結果を使用

破堤 0.5 時間後

破堤 1 時間後

破堤 1.5 時間後

破堤 2 時間後

0.5

2.0

1.0

1.5
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○はん濫状況(浸水深)の把握イメージ（湖北圏域における検討結果を使用）

破堤経過時間 破堤 0.5 時間後 破堤 1.0 時間後

はん濫状況

(浸水深)

はん濫流到達地区 【○○町】××地区、▲▲地区 【○○町】××地区、▲▲地区、□□

地区、△△地区

破堤経過時間 破堤 1.5 時間後 破堤 2.0 時間後

はん濫状況

(浸水深)

はん濫流到達地区 【○○町】××地区、▲▲地区、□□

地区、○△地区、△△地区、□○地区

【○○町】××地区、▲▲地区、□□

地区、○△地区、□△地区、△△地区、

□○地区、□×地区

※青字：他地点からの越流によるはん濫流の到達が考えられる地区

手順②：避難勧告発令対象エリアの設定

上記の基礎検討結果より、各時点において人的被害が生じ得る地区(字単位)を下記基準ごとに整理し、

避難勧告発令対象エリアを時系列毎に 2段階程度設定する。

【人的被害の設定例】

・想定浸水深 50cm 以上：床上浸水

・想定浸水深 3m 以上 ：平屋水没

・流体力 2.5m3/s2以上 ：木造家屋流出

※浸水が生じる地区でも人的被害が生じない地区は対象としない
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○段階別の避難勧告対象エリア設定イメージ

【発令第 1段階】→対象：破堤直後～1時間後

避難区域 対象エリア 備考

想定浸水深 50cm 以上 ○○地区、△△地区、□□地区

想定浸水深 3m以上 ○○地区、□□地区

流体力 2.5m3/s2以上 ○○地区、△△地区

【発令第 2段階】→対象：破堤 1時間後～2時間後

避難区域 対象エリア 備考

想定浸水深 50cm 以上 ○○地区、△△地区

想定浸水深 3m以上 ○○地区

流体力 2.5m3/s2以上 ○○地区、△△地区

2.5.2  地点別避難判断水位(はん濫注意水位)

破堤するまでに住民の避難が完了することを前提に、避難完了までのリードタイムを考慮した避難判

断水位(はん濫注意水位)を発令段階毎に設定する。なお、設定にあたっては、対象エリア内の災害時要

援護者の分布状況も考慮するものとする。

【標準的なリードタイム設定例】

・情報伝達に必要となる時間 1時間

・住民の避難に必要となる時間 2時間

合 計 3時間

図 7 地点別避難判断水位設定の考え方

地区毎の特性を踏まえ、市町

と協議の上、決定する 
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3.  今年度の実施スケジュール(案)

第 5回

担当者会議

・現地視察

・想定破堤地点の設定

・簡易量水標設置地点の設定

・周知用看板の置地点の設定

・検討内容と進め方について意識統一

・必要資料の収集(要援護者、避難所等)

第 6回

担当者会議

・水位関係表の作成

・地点別避難勧告対象エリアの検討

・地点別避難判断水位の設定

・避難勧告等の発令判断支援資料(案)の作成
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